


TR ／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

C o n t e n t s

2 東京 Michi 百景
“ 日本のシャンゼリゼ通り ”を目指す新虎通りがついに開通

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene35　港区を楽しもう！

6 環状２号線築地虎ノ門トンネルの施設管理業務を受託開始しました
重要文化財・勝鬨橋「橋脚内見学ツアー」＆「学生・技術者向けツアー」実施中
都内駐車場案内サイトs-park

7 Interview 散歩の時間
街を歩く、季節を歩く、心を歩く。　石川さゆりさん

9 TR-mag.Topics
公社主催の道路見学ツアーを実施！
環七地下調節池見学ツアー
首都高中央環状品川線工事現場見学ツアー
隅田川橋梁（水上バス乗船）・復興記念館見学ツアー

11 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-36／新宿大通商店街振興組合（新宿区）
TR-mag.focus Again！／五反田駅前をきれいにする会（品川区）

13 道物語・「東京・まち・今昔」⑱
変わりゆく
東京ミッドタウン周辺

15 東京・橋物語 ―― 酒井茂之
「両国橋」

17 Information & News
インフラメンテナンス及び東京ブリッジサポーター講習会を開催
立川市営駐車場7場の指定管理者となりました！
公社駐車場が続々オープン！
夢のみち2014「道路標語・絵画コンクール」「フォトコンテスト」作品募集中

19 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み
21 クロスワードパズル⑤

22 Random Review

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、劇
団四季を経て、NHK 朝の連続テレビ小説『ロ
マンス』主演でテレビデビュー。映画・テレビ・
舞台で俳優として活躍する一方、アジアを中
心に世界各地の絵を描き続ける。25 冊目の
画文集『浪漫旅（ろうまんたび） エジプト、エ
チオピア』のほか、『猫のくすっ』、詩画集『光 
KOU』・『風 FUU』・『空 KUU』など著書多
数。全国各地で個展を開催。
公式 HP　http://www.offi  cetaka.co.jp

Takaaki Enoki

東京湾に繋がるこの運河沿いの遊歩
道は、今は近隣の会社の人々にとっ
ての昼休みの散歩道として定着した
感がある。午後の仕事の英気を養う
春の風が、川面を優しく揺らしていた。

榎木孝明

表紙・榎木孝明の世界

「春を呼ぶ声」スケッチ場所：港区
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2014年、環状2号線、新橋～虎ノ門間、約1.4キロがついに開通した。この通りの愛称
を公募したところ、「新橋と虎ノ門を結ぶ道路であることが端的に分かり、地域に密着
した表現である」との理由から「新虎通り」と決定した。都心部の基幹道路であるととも
に、2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピックの選手村と国立競技場跡に
新設されるメインスタジアムを結ぶ重要な道路としても位置付けられている。

環状 2 号線の計画は、1946 年に立てられていました。
しかしなかなか実現せず、戦後、連合国軍総司令部（GHQ）が

虎ノ門のアメリカ大使館から竹芝桟橋まで軍事用の道路整備を要請した、との俗説から
「マッカーサー道路」とも呼ばれていました。

そして約 70 年を経て、2014 年に「新
しん

虎
とら

通り」の愛称で実現しました。
今後、新橋～虎ノ門では幅 13メートルの都内最大級の歩道が完成する予定です。
その沿道にはブティックやカフェが並び、ビジネス街のイメージが強い虎ノ門は、
“日本のシャンゼリゼ通り”を目指す「新虎通り」を中心に生まれ変わります。

“日本のシャンゼリゼ通り”を目指す
新虎通りがついに開通
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　 竹
芝
臨
港
広
場
か
ら
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
ベ
イ
の
前
を
通
り
、新
浜
崎
橋
を
渡
り
海
岸

通
り
に
出
る
と
東
芝
浦
橋
が
見
え
て
き
ま
す
。
芝

浦
運
河
の
北
端
に
あ
る
歩
行
者
専
用
の
橋
で
、日
の

出
桟
橋
か
ら
出
発
す
る
乗
客
が
よ
く
利
用
し
ま
す
。

芝
浦
運
河
の
散
策
は
、
こ
の
橋
か
ら
南
に
向
か
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
芝
浦
運
河
は
江
戸
時
代
、徳
川
幕
府
が
湿
地
帯
で

あ
っ
た
東
京
湾
周
辺
を
大
土
木
工
事
に
よ
り
少
し

ず
つ
埋
め
立
て
、江
戸
の
町
の
水
運
と
し
て
発
達
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
明
治・
大
正・昭
和・

平
成
と
時
代
を
経
る
ご
と
に
、刻
々
と
地
図
を
塗
り

替
え
な
が
ら
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
芝
浦
運
河
は
全

風
情
の
あ
る
船
宿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

辺
り
は
江
戸
時
代
、金
杉
浦
と
呼
ば
れ
漁
師
町
と
し

て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
将
軍
家
に
魚
を
献
上
す
る

「
御
菜
浦
」と
し
て「
江
戸
前
」の
中
で
も
重
要
な
場
所

で
し
た
。

　
Ｔ
字
路
を
右
に
曲
が
り
少
し
歩
い
て
左
折
す
る

と
、下
に
古
川
が
流
れ
て
い
て
、金
杉
橋
が
架
か
っ
て

い
ま
す
。
橋
の
上
か
ら
下
流
を
眺
め
る
と
、川
の
両

岸
に
屋
形
船
が
た
く
さ
ん
係
留
さ
れ
て
い
て
、
と
て

も
都
心
の
光
景
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、

そ
の
先
を
山
手
線
や
新
幹
線
が
頻
繁
に
走
り
抜
け

る
の
で
、不
思
議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。

　 金
杉
橋
か
ら
も
と
来

た
道
を
戻
り
、J
R
の
線

路
を
く
ぐ
る
と
東
京
ガ
ス

の
大
き
な
ビ
ル
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ビ
ル
の
手
前
の

公
園
に
か
わ
い
い「
モ
ヤ
イ

像
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
像

は
新
島
の
人
た
ち
が
港
区

と
の
深
い
交
流
を
願
っ
て
、

島
で
産
出
す
る
抗
火
石
で

作
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

ビ
ル
の
反
対
側
に
は
、ビ
ル

建
設
の
際
に
掘
り
出
さ
れ

た
、江
戸
時
代
の
石
垣
も
復

元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
北
口
か
ら
竹
芝
通
り
を
竹
芝
桟

橋
方
面
に
向
か
う
と
、
す
ぐ
右
手
に
旧
芝
離
宮
の

入
口
が
あ
り
ま
す
。
旧
芝
離
宮
は
小
石
川
後
楽
園

と
並
ん
で
、現
存
す
る
最
も
古
い
大
名
庭
園
の
一
つ

で
す
。
典
型
的
な「
池
泉
を
中
心
と
し
た
回
遊
式
庭

園
」で
、
そ
の
地
割
り
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
石
組
が

見
事
な
海
辺
の
庭
園
で
す
。
当
初
は
近
く
に
あ
る

浜
離
宮
と
同
じ
く
、海
水
が
出
入
り
す
る
潮
入
り
の

庭
で
し
た
。

　
こ
の
辺
り
は
か
つ
て
海
で
し
た
が
、江
戸
時
代
の

初
め
頃
か
ら
埋
め
立
て
ら
れ
、貞
享
3
年（
1
6
8
6
）

に
老
中・
大
久
保
忠
朝
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ「
楽
壽

園
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
緯
を
経
て
、大
正
13
年（
1
9
2
4
）、昭
和
天
皇
の

ご
成
婚
記
念
と
し
て
東
京
市（
都
）に
下か

賜し

さ
れ
、一

般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
都
心
の
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ
た
旧
芝
離
宮
で
は
、ウ

メ
や
サ
ク
ラ
、フ
ジ
な
ど
四
季
折
々
の
花
々
が
咲
き
誇

り
、水
辺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
が
遊
び
、人
々
の
心
を

癒
し
て
く
れ
る
貴
重
な
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 竹
芝
桟
橋
へ
は
旧
芝
離
宮
か
ら
竹
芝
通
り
を
右

に
進
み
ま
す
。
こ
の
通
り
の
歩
道
に
は
、大
島
を
は

じ
め
、伊
豆
七
島
の
樹
木
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
て
、

楽
し
い
船
旅
を
期
待
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、港

区
で
は
平
成
25
年
の
台
風
26
号
で
被
害
を
受
け
た

大
島
へ
の
復
興
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

5
分
ほ
ど
で
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着
き
ま
す
。

中
央
広
場
は
、半
円
形
に
神
殿
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

列
柱
が
並
び
、広
場
の
真
ん
中
に
は
、巨
大
な
船
の
マ

ス
ト
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
列
柱
の
中
が
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
待
合
所
で
、

大
島
を
は
じ
め
伊
豆
七
島
や
小
笠
原
諸
島
航
路
の

定
期
船
の
発
着
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら

階
段
を
上
が
り
デ
ッ
キ
に
出
る
と
、目
の
前
に
東
京

港
が
広
が
り
ま
す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
お

台
場
な
ど
が
一
望
で
き
、
そ
の
眺
め
は
ま
さ
に
絶

景
で
す
。
か
す
か
な
海
の
に
お
い
を
感
じ
つ
つ
、行

き
交
う
船
や
カ
モ
メ
が
眺
め
ら
れ
る
臨
港
広
場
の

ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
は
全
長
4
5
0
ｍ
あ
り
、心
な
ご

む
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

豪
快
な
石
組
が
魅
力
の

旧
芝
離
宮
恩
賜
庭
園

伊
豆
七
島
、小
笠
原
諸
島
へ
の

海
の
玄
関
口・竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
水
の
都・江
戸
」の
水
運
を

彷
彿
さ
せ
る
芝
浦
運
河

古川と屋形船

竹芝通りにある錨の
オブジェ

モヤイ像 復元された江戸時代の石垣

竹芝客船ターミナル
開設時間：7時～22時（22時以
降に船の発着がある場合は発着
時間まで）

潮風が心地良い
ボードウォーク！

旧芝離宮恩賜庭園
港区海岸1-4-1
入園料：一般150円、65歳以上70円
※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料
開園時間：9時～17時（入園は16時30分まで）

2014 SPRING● 3

港区観光インフォメーションセンター
（東京モノレール浜松町駅）
営業時間：9 時～ 17 時
日本語、英語、韓国語、中国語での対応ができる
スタッフが常勤しています。港区の観光情報を紹介
する各種観光マップなど、さまざまな情報を入手す
ることができます。また、港区のオリジナルグッズ
もいろいろ販売しています。

港区のことを
教えてくれます！

港 区 ホ ッ ト 情 報 ！

　 西
に
は
六
本
木
ヒ
ル
ズ
や
東
京
タ
ワ
ー
、
東
京

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
な
ど
の
高
層
ビ
ル
群
、北
に
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
、東
に
広
が
る
東
京
湾
沿
い
に
は
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
晴
れ
た
日
に
は
、富

士
山
や
房
総
半
島
ま
で
望
め
ま
す
。
こ
の
展
望
台
は

東
京
の
街
と
海
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
さ

に
天
空
の
回
廊
で
す
。

　
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
出
て
J
R

浜
松
町
駅
北
口
の
線
路
沿
い
の
細
い
道
を
金
杉
橋

方
面
に
少
し
行
く
と
、右
手
に
昭
和
31
年
に
建
て
ら

れ
た
古
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
渡
邊

ビ
ル
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
の
和
久

井
映
見
主
演「
殴
る
女
」や
中

居
正
広
主
演「
勝
利
の
女
神
」の

ロ
ケ
地
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ビ
ル
を
右
折
し
す
ぐ
の

と
こ
ろ
に
あ
る
、
お
せ
ん
べ
い

屋
さ
ん
を
左
に
曲
が
る
と
讃
岐・小
白
の
二
つ
の
稲

荷
社
を
合
祀
し
て
あ
る
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺

り
は
江
戸
時
代
の
文
化
文
政
の
頃
、幕
府
公
認
の
網

干
し
場
と
し
て
、
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
境

内
に
あ
る
力
石
は
お
祭
り
で
力
自
慢
の
漁
師
や
職
人

が
、
こ
の
石
を
担
い
で
力
を
競
い
合
っ
た
そ
う
で
す
。

　
神
社
の
道
を
少
し
行
く
と
Ｔ
字
路
に
ぶ
つ
か
り
、

浜松町
二丁目

芝商業
高校前

浜松町
二丁目

渡邊ビル● ●旧芝離宮

讃岐稲荷神社・小白稲荷神社●

竹芝通り

江戸時代の石垣
●●

抗火石のモヤイ像
●古川船宿

芝
浦
運
河

●
リバーサイドトリオ

●
協働会館

●新浜崎橋

●
インターコンチネンタル

ホテル東京ベイ

東芝浦橋●

新芝浦橋●

古川水門●

水野監物邸跡●

●本芝公園西郷・勝海舟会見の碑●

大門通り

都営大江戸線

桜
田
通
り

都
営
三
田
線

都
営
浅
草
線

第一
京浜

JR
山手
線

横須
賀線

東京
モノ
レー
ル

東海
道新
幹線 海

岸
通
り

日
比
谷
通
り

大門

浜
松
町

芝
公
園

竹
芝

日
の
出

田町

赤羽橋

港区観光
インフォメーション

センター

芝四丁目

芝五丁目

芝一丁目

南浜橋

金杉橋南

金杉橋北

芝四丁目

芝五丁目

芝一丁目

金杉橋南

金杉橋北

●
竹芝客船

ターミナル讃岐稲荷神社・小白稲荷神社●

竹芝通り

江戸時代の石垣
●

旧木村屋●旧木村屋●

●本芝公園

●南極探検隊記念碑

埠頭公園
●

スクリューブレード●

西郷・勝海舟会見の碑●

港区観光
インフォメーション

センター

●
竹芝客船

ターミナル
都心環状線

潮路橋
●

ガス燈
●

浦島橋
●

日の出橋
●

新芝運河

     ●
シーバンス

     ●
シーバンス

世界貿易
センタービルディング●
世界貿易
センタービルディング●

●
東京タワー

芝公園

●
増上寺

●
抗火石のモヤイ像

港区役所
●

東
京
臨
海
新
交
通
臨
海
線（
ゆ
り
か
も
め
）

※取材協力／港区産業振興課

　
J
R
浜
松
町
駅
に
直
結
す
る
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
40
階
に
展
望
台「
シ
ー
サ
イ

ド・ト
ッ
プ
」が
あ
り
ま
す
。
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

一
気
に
昇
る
と
、
そ
こ

に
は
地
上
1
5
2
ｍ
、

視
界
3
6
0
度
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

東京タワーや増上寺、お台場とさまざまな観光スポットを持つ港区。今回は芝浦運
河や竹芝桟橋など水辺の自然を楽しめるコースを港区職員の藤井俊輔さんと大石佳
奈さんにご紹介いただきました。パーク＆ライドを上手に活用して、のんびりと街の散
策を楽しみましょう！

Scene35港区を楽しもう！

視
界
3
6
0
度
！

東
京
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
も
う
！

「
江
戸
」の
情
緒
漂
う
金
杉
橋
周
辺

展望台「シーサイド・トップ」
港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング40階
入場料：大人620円、

小・中学生360円、幼児260円
営業時間：10時～20時30分

（受付時間 20時まで）

渡邊ビル

讃岐稲荷神社と小白稲荷神社

境内にある力石

「街なかの散策は
マナーに気をつけて!!」
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す
。
南
極
探
検
隊
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、南
極
観
測

船・初
代「
し
ら
せ
」の
ス
ク
リ
ュ
ー
ブ
レ
ー
ド
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
43
年（
1
9
1
0
）、日
本
初

の
南
極
探
検
隊
と
し
て
、旧
陸
軍
の
白
瀬
中
尉
ら
を

乗
せ
た
木
造
船・開
南
丸
が
、
こ
こ
芝
浦
埠
頭
か
ら

出
航
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
こ
の
地
に
記
念
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、碑
の
ペ
ン
ギ
ン
像
は
、日
本

を
代
表
す
る
彫
塑
家・朝
倉
文
夫
の
作
で
す
。

　
南
極
探
検
隊
記
念
碑
か
ら
、
も
と
来
た
道
を
戻

り
、浦
島
橋
を
渡
り
芝
浦
運
河
に
別
れ
を
告
げ
、竹

芝
橋
か
ら
新
芝
運

河
沿
い
の
遊
歩
道

に
入
り
ま
す
。
と

て
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
道
で
、夕
暮
れ
に
は
自

動
的
に
ガ
ス
燈
が
点
灯
し
、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
散
歩

が
楽
し
め
ま
す
。

　
気
持
ち
の
良
い
遊
歩
道
を
少
し
行
く
と
、ベ
ン
チ

に
腰
か
け
て
楽
器
を
演
奏
す
る
3
人
の
銅
像
に
出

会
い
ま
す
。
彫
刻
家・黒
川
晃
彦
の「
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ト
リ
オ
」で
す
。
ま
わ
り
の
風
景
に
溶
け
込
み
、散
歩

す
る
人
々
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
シ
ー
バ
ン
ス
を
抜
け
、
旧
海
岸
通
り
へ
向
か
い
、

芝
浦
１
丁
目
の
五
差
路
に
出
る
と
、
交
差
点
の
反

対
側
に
レ
ト
ロ
な
建
物
が
見
え
ま
す
。
大
正
10
年

（
1
9
2
1
）に
建
て
ら
れ
た
旧
木
村
屋
で
、木
村
拓
哉

主
演「
ラ
ブ・ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」の
ロ
ケ
地
で
有
名

に
な
っ
た
建
物
で
す
。

　
旧
木
村
屋
を
右
に
曲
が
り

少
し
行
く
と
、
左
手
に
重
厚

な
和
風
建
築
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
11
年（
1
9
3
6
）に
建
て

ら
れ
た
協
働
会
館
で
、近
代

木
造
建
築
の
技
術
と
意
匠
を

巧
み
に
折
り
合
わ
せ
、
贅
を

尽
く
し
た
建
物
で
あ
り
、目
黒
雅
叙
園
で
も
活
躍
し

た
棟
梁・酒
井
久
五
郎
の
作
で
す
。
こ
の
辺
り
は
当

時
、都
内
有
数
の
花
街
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
見
番

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
立
派
な
唐
破
風
の
玄

関
を
持
つ
こ
の
建
物
は
、港
区
の
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す（
現
在
修
復
中
）。

　
旧
海
岸
通
り
に
戻
り
右
折
し
て
し
ば
ら
く
歩
き
、

竹
芝
橋
を
左
に
曲
が
り
芝
浦
運
河
に
戻
る
と
、山
形

の
ト
ラ
ス
構
造
が
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の
浦
島
橋

に
出
ま
す
。
運
河
沿
い

の
遊
歩
道
を
少
し
行
く

と
、白
い
石
の
柱
が
印
象

的
な
潮
路
橋
に
着
き
ま

す
。
こ
の
橋
を
渡
っ
て

海
岸
通
り
を
越
し
て
右

に
曲
が
る
と
、左
手
に
埠

頭
公
園
が
広
が
っ
て
い
ま

長
2
㎞
、幅
55
ｍ
で「
水
の
街
」

と
し
て
知
ら
れ
る
芝
浦
港
南

地
区
で
も
メ
イ
ン
の
運
河
の
一

つ
で
す
。

　 東
芝
浦
橋
を
渡
り
左
に
曲

が
る
と
古
川
水
門
が
見
え
ま

す
。
こ
の
水
門
の
所
か
ら
、運

河
沿
い
の
遊
歩
道
に
降
り
ら
れ
ま
す
。
少
し
歩
く
と

新
芝
浦
橋
で
す
。
こ
の
橋
の
周
辺
は
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
、芝
浦
側
に
は
モ
ダ
ン
な
ア
ト
リ
ウ
ム
が
印
象

的
な
建
物
、シ
ー
バ
ン
ス 

ア・モ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

引
き
こ
ま
れ
た
水
路
と
緑
が
醸
し
出
す
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
、周
辺
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
の
憩
い

の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、カ
フ
ェ
、レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、

会
議・セ
ミ
ナ
ー・

展
示
会・懇
親
会

な
ど
に
利
用
で

き
る
シ
ー
バ
ン
ス

ホ
ー
ル
も
併
設
。

散
策
途
中
の
ひ

と
休
み
に
お
す

す
め
で
す
。

赤穂浪士９名が預けられた
水
みず

野
の

監
けん

物
もつ

邸跡
　田町駅前の第一京浜
を渡り、慶応仲通り商店
街を少し行ったT字路
を右に入った路地に、水
野監物邸跡の説明版が
ひっそりと建てられてい
ます。この辺りに江戸時
代、三河岡崎藩・水野家の中屋敷がありました。水
野監物が藩主の時、この屋敷に元禄赤穂事件で吉
良上野介の屋敷に討ち入った赤穂浪士９名がお預
けになり、元禄16年（1703）、同屋敷で切腹しま
した。水野家は浪士たちを丁重に扱ったため、評判
が良かったそうです。ちなみに、この水野家は天保
の改革で有名な水野忠邦を輩出した、譜代大名の
名門の家柄です。

ちょっと足を
のばして

西郷隆盛・勝海舟会見の地跡

　田町駅西口から第一
京浜を右に少し行った所
に、西郷隆盛・勝海舟会
見の地跡の丸い形をし
た碑があります。この辺
りに薩摩藩抱屋敷があ
り、そこで江戸城明け渡
しの最終的な話し合い

が行われました。江戸城の無血開城という歴史上重要
な決定が下された場所と言われています。
　碑を右に曲がり、つき当たりの線路沿いの道を左に
行けば本芝公園です。かつてこの付近一帯は三角州
で、芝の中でも江戸時代以前から開けており、「本来
の芝」という意味で本芝と呼ばれたとか。江戸時代に
は海岸で、魚がたくさん水揚げされたため「雑魚場」と
呼ばれていました。

ちょっと足を
のばして

※掲載データは平成26年4月20日現在のものです。

◆

　 水
辺
エ
リ
ア
の
散
策
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に

ぴ
っ
た
り
で
す
。
子
育
て
を
す
る
カ
ル
ガ
モ
に
出

会
っ
た
り
、
水
辺
な
ら
で
は
の
新
た
な
発
見
が
あ

る
は
ず
で
す
。
港
区
の
運
河
沿
い
の
散
策
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

楽しいイベントが目白押しの港区へ GO!

「港区まち歩きナビ」 ま
ち
歩
き
を

サ
ポ
ー
ト
！

散策をサポートする「港区まち歩き
ナビ」。専属ガイドとまち歩きをする
ようなナビゲーションサービスが特
徴。港区の観光スポットを中心に
25のまち歩きルート、約700のコ
ンテンツを掲載しています。

■問い合わせ／港区産業振興課
　03-3578-2111 （平日8：30～17：15）

※機種またはブラウザにより正しく表示されない場合がございます。

iPhone版 Android版

古川水門

旧木村屋

南極探検隊記念碑と
スクリューブレード

新芝運河とガス燈

リバーサイドトリオ

東芝浦橋

シーバンス ア・モール
港区芝浦1-2-2
※営業時間、定休日は店舗により異なります。

ホッとできる
休憩スポットです！

日
本
初
の
南
極
探
検
隊
が

芝
浦
埠
頭
か
ら
出
発

美
し
く
整
備
さ
れ
た

新
芝
運
河
沿
い
を
散
策
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パネル展示も
しました！

公社の取り組みを知っていた
だく良い機会となりました

多くのメディアがスタンバイ！

ゴール付近のトンネル出口では参加者に記念品をプレ
ゼントしました

記念撮影のポイントと
なった6月オープン予定
の地上52階建ての「虎
ノ門ヒルズ」

　東京都心と臨海部を結ぶ「環状２号線（新橋～虎ノ
門間）」が、3月29日（土）に開通しました。
　当公社は、環状２号線築地虎ノ門トンネルの施設管
理業務を東京都建設局より受託し、利用者の安全性・
快適性を保持するため、施設制御機器による通行状況
の24時間監視や設備の点検業務等の維持管理業務を
行っております。
　開通に先立ち、３月２３日（日）には東京都再開発事務
所、東京都第一建設事務所の共催で「環状２号線（新
橋～虎ノ門間）開通記念ウォーキングイベント」が開催さ
れ、公社はブース出展する等して協力・参加しました。

重要文化財・勝鬨橋「橋脚内見学ツアー」＆「学生・技術者向けツアー」実施中

環状２号線築地虎ノ門トンネルの施設管理業務を受託開始しました

［橋脚内見学ツアー］ ［学生・技術者向けツアー］
■ツアー内容：橋脚内の開閉装置（機械設備）を説明者と一緒に見学します。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時～、11時～、13時30分～、14
時30分～）。参加人数は各回5名程度。参加費用は無料。ツアー案内は東京都
建設防災ボランティア協会。集合場所は「かちどき 橋の資料館」。

■ツアー内容：勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにした、学習・研
修目的の学生・技術者向けツアーです。ツアー内容、開催日時、参加人
数などはご相談に応じます。
●開催回数：月1～2回程度（希望日の1カ月前までにお申込みくださ
い）●開催日：資料館開館日のうち火・金曜日。●参加人数：1回10～
15名程度（団体で申込み）●参加費用：無料

■申込先：
●総務部　公益事業課

03-5381-3380
●かちどき　橋の資料館

03-3543-5672

■申込み方法：往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学希望日時
（第5希望まで、午前、午後、全日可）⑥参加人数（1通5名様まで）を記入して下
記宛先までお申込みください。返信はがきにて見学日時をお知らせします。返
信用にはご自分の住所、氏名のご記入をお願いいたします。なお、お送りいただ
いた個人情報については、ツアー運営以外の目的には使用いたしません。

■申込先：〒163-0720　新宿区西新宿2-7-1　小田急第一生命ビル20階
（公財）東京都道路整備保全公社「かちどき 橋の資料館」予約係宛

※橋脚内へは3.5mの垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、自力で昇降が可能な方。
※落下防止の安全装置の着用が必要であり、安全装置の体重制限である100kg以下の方。
※6歳以上（身長110ｃｍ位）の方。 ※悪天候の場合は中止する場合があります。

http://www.s-park.jp/

パーキングをお探しの方、都内駐車場案内サイトs-parkをご活用ください！

公益目的事業①（道路見学ツアー事業）

公益目的事業①（道路管理受託事業）

安心・安全のために
トンネルの維持管理を徹底しています

消火栓の点検 非常設備点検

緊急放送訓練の様子

トンネル内走
行状況を監視
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―
―
椎
名
さ
ん
と
のコラ
ボ
レ
ー
ション
は
偶
然
で
は
な
く
必
然
性
も

あ
る
、新
し
い
道
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

石
川

　
新
し
い
と
言って
も
何
も
分
ら
な
い
道
じ
ゃ
な
い
で
す
し
、私
た

ち
は
いつ
も
開
拓
者
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。開
拓
し
な

が
ら
皆
さ
ん
に
素
敵
な
旅
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
い
る
感
じ
で
す
ね
。本
当

に
私
の
直
感
で
し
か
な
い
の
で
す
が
、出
会
い
の
直
感
は
大
事
に
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。言
葉
で
は
説
明
し
に
く
い
の
で
す
が
、「
こ
の
人
と一

緒
に
何
か
が
作
れ
そ
う
だ
な
、やって
み
た
い
な
」と
思って
も一方
通
行

で
は
だ
め
な
の
で
す
。た
だ
楽
曲
提
供
、作
品
提
供
し
て
も
ら
う
だ
け

で
は
な
く「
しっか
り
組
も
う
よ
」と
、一緒
に
進
ん
で
い
け
る
いいパ
ー
ト

ナ
ー
が
見
つ
かった
気
が
し
ま
す
。

―
―
40
年
歩
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
道
は
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
先
は
ど
う
歩
い
て
い
か
れ
る
の
で
す
か
。

石
川

　
今
年
で
歌
手
生
活
が
42
年
に
な
り
ま
す
が
、美
空
ひ
ば
り
さ

ん
は
52
歳
で
42
年
の
歌
手
生
活
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。私
は
52
歳
を

超
え
た
時
に
、そ
の
先
の
道
が
、す
ぽっと
見
え
な
く
なって
し
まった
ん

で
す
。「
こ
こ
か
ら
先
は
地
図
も
ガ
イ
ド
マップ
も
な
い
の
で
自
分
で
作っ

て
く
だ
さ
い
」と
いった
感
じ
で
す
。だ
か
ら
こ
こ
か
ら
先
も
風
向
き
や

空
気
を
感
じ
な
が
ら
自
分
の
道
を
歩
き
、そ
こ
で
発
見
し
た
も
の
を

自
分
の
体
を
使
って
表
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。言
葉
に
す
る
と
優
等

生っぽ
く
聞
こ
え
ま
す
が
、そ
れ
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。今
は
ま
だ
こ

こ
か
ら
先
に
目
指
す
も
の
、目
標
が
な
い
の
で
す
が
、目
指
す
山
が
な
い

な
ら
自
分
で
考
え
て
山
を
見
つ
け
て
、そ
れ
を
目
標
に
歩
い
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
42
年
続
け
て
き
ま
し
た
が
、改
め
て「
歌
って
いい
な
」と
思って
い
ま

す
。自
分
が
歌
う
の
も
嬉
し
い
で
す
が
、私
の
歌
を

聞
い
て
く
だ
さっ
た
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
なって

く
れ
る
こ
と
は
、さ
ら
に
嬉
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
ひ
と
つの
道
を
歩
く
って
素
敵

だ
と
思
って
い
ま
す
。カッコいい
大
人
で

い
た
い
で
す
し
、カッコいい
歌
い
手
で
い
た

い
で
す
ね
。

す
る
と
い
ろ
ん
な
発
見
、い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
だ
な
、と
ア
ル
バ
ム

を
作
り
な
が
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
。

―
―
4
月
23
日
に
発
売
さ
れ
た
ア
ルバム『
X
–Cross
Ⅱ–
』は
、椎

名
林
檎
さ
ん
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャンル
の
ミュー
ジ
シャン
と
のコ

ラ
ボ
が
話
題
と
なって
い
ま
す
が
。

石
川

　
椎
名
さ
ん
は
曲
に
し
て
も
パフ
ォ
ーマンス
に
し
て
も
、凄
く
自

分
の
中
で
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
って「
も
し
か
し
て
同
じ
よ
う
な
も

の
を
見
て
い
る
の
か
な
？
」と
思
って
い
ま
し
た
。椎
名
さ
ん
も
同
じ
思

い
を
持
って
く
だ
さって
い
て
、お
互
い
に
気
に
な
る
存
在
で
は
あ
った
の

で
す
。で
す
か
ら「
いつ
か
彼
女
と
組
ん
で一緒
に
作
品
を
作
り
た
い
な
」

と
…
…
。2
0
1
1
年
の『
第
62
回
N
H
K
紅
白
歌
合
戦
』の
時
に
直

接
お
会
い
し
て
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
私
も
彼
女
のコン

サ
ー
ト
を
見
に
行
っ
た
り
、彼
女
も
私
の
コン
サ
ー
ト
を
見
に
来
て
く

れ
た
り
と
い
う
交
流
が
は
じ
ま
り
、自
然
の
流
れ
で
作
品
を一緒
に
作

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も「
楽
し
い
こ
と
を
いっぱ
い

や
り
た
い
ね
」な
ん
て
話
し
て
い
ま
す
。1958年1月30日生まれ。趣味は陶芸、スキー、ス

キューバ・ダイビング。1973年3月25日にシングル「か
くれんぼ」でデビュー。1977年1月1日に発売したシ
ングル「津軽海峡・冬景色」が大ヒット、『第10回日
本有線大賞』の有線スター賞、『第19回日本レコー
ド大賞』の歌唱賞など、数多くの賞を受賞。同年
に同曲で『NHK紅白歌合戦」に初出場。その後も
数々のヒット曲を生みだし、日本を代表する歌手として活躍中。
2012年にデビュー40周年を迎え、音楽の楽しさを常に発信し続ける。
2014年4月2日、椎名林檎作詞・作曲のシングル「暗夜の心中立て」をリリース。 
4月23日に、アルバム「X -Cross II-」をリリース。

石川さゆり

「暗夜の心中立て」（テイチクエンタテイ
ンメント）、タイプA、B、Cを好評発売中！
椎名林檎が作詞・作曲、プロデュース
した、石川さゆり115枚目となるNew 
Single。タイプA／「暗夜の心中立て」

「名うての泥棒猫」を収録。
926円＋消費税
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―
―
長
い
歌
手
人
生
の
中
、多
く
の
出
会
い
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で

す
が
。

石
川

　
私
は
14
歳
か
ら
歌
し
か
やって
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ひ
と
つの

こ
と
を
ず
っ
と
続
け
て
き
た
か
ら
こ
そ
出
会
え
た
先
生
方
や
先
輩
た

ち
か
ら
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。歌
手
生
活

40
年
も
、こ
れ
だ
け
長
く
歌って
こ
ら
れ
た
の
は
、私
に
曲
を
書
い
て
く

だ
さった
先
生
方
と
の
出
会
い
が
あ
った
か
ら
だ
と
思
って
い
ま
す
。歌

い
手
は
歌
が
あ
って
は
じ
め
て
表
現
者
に
な
れ
る
の
で
す
か
ら
…
…
。

こ
れ
ま
で
の
道
の
り
の
中
に
、「
石
が
あ
る
か
ら
そ
っ
ち
は
危
な
い
よ
」、

「
そ
っ
ち
に
は
池
が
あ
る
か
ら
こっ
ち
が
いい
よ
」、「
も
っ
と
こっ
ち
の
道

に
行
った
方
が
素
敵
な
こ
と
が
あ
る
よ
」と
教
え
て
く
だ
さ
り
、指
導

し
て
く
だ
さった
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
が
、そ
の
方
た
ち
も
亡
く

なって
し
ま
い
ま
し
た
。で
す
か
ら
、「
自
分
の
足
で
歩
く
に
は
ど
う
し

た
ら
いい
ん
だ
ろ
う
」、「
どっ
ち
に
歩
い
て
、何
を
見
つ
け
た
ら
いい
ん
だ

ろ
う
」と
迷った
期
間
が
1
年
や
2
年
は
あ
り
ま
し
た
。

―
―
コン
サ
ー
ト
や
舞
台
で
お
忙
し
い
中
、散
歩
を
す
る
時
間
は
あ
る

の
で
す
か
。

石
川

　
散
歩
は
大
好
き
で
す
。私
は
世
田
谷
を
よ
く
散
歩
す
る
の
で

す
が
、古
い
家
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
って
い
る
場
所
が
あ
り
、近
く
に

は
畑
が
あ
って
、こ
ど
も
の
日
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
ま

す
。「
子
ど
も
た
ち
に
レ
ン
ゲ
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
か
ら
畑
に
レ
ン
ゲ
の

種
を
ま
い
て
く
だ
さ
い
」と
区
長
に
お
願
い
を
し
て
、そ
の
畑
が
レ
ン
ゲ

で
いっ
ぱ
い
に
な
る
予
定
な
ん
で
す
。私
は
世
田
谷
の
子
ど
も
た
ち
に

レ
ン
ゲ
畑
で
遊
ん
で
ほ
し
い
し
、福
島
を
は
じ
め
と
す
る
東
北
の
子
ど

も
た
ち
に
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
夏
休
み
に
来
て
ほ
し
い
と
思って

い
る
ん
で
す
。そ
れ
が
実
現
し
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

―
―
そ
れ
は
石
川
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃
の
原
風
景
に
近
い
の
で
す
か
。

石
川

　
そ
う
で
す
ね
。子
ど
も
の
頃
は
レ
ン
ゲ
畑
で
横
に
なった
り
し

て
真
っ
黒
に
なって
遊
ん
で
い
て
、よ
く
親
に
叱
ら
れ
て
い
ま
し
た（
笑
）。

あ
の
畑
の
感
触
や
レ
ン
ゲ
の
香
り
、あ
の
何
と
も
言
え
な
い
自
然
の
匂

い
を
子
ど
も
た
ち
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。世
田
谷
区
は
散
歩

道
を
作
った
り
、カ
ル
ガ
モ
の
親
子
が
住
め
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
た

り
、そ
う
い
う
こ
と
に
凄
く
力
を
入
れ
て
い
る
ん
で
す
。都
内
で
霜
柱

が
立
つ
な
ん
て
珍
し
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、世
田
谷
は
遊
歩
道

が
多
い
の
で
、そ
こ
に
高
い
霜
柱
が
立
つ
ん
で
す
。寒
い
朝
に
ま
だ
誰
も

歩
い
て
い
な
い
霜
柱
を
踏
む
感
覚
も
大
好
き
で
す
ね
。

―
―
余
裕
が
あ
れ
ば
毎
日
で
も
散
歩
を
さ
れ
る
の
で
す
か
。

石
川

　
時
間
が
あ
る
時
は
、で
き
る
だ
け
歩
き
た
い
と
思って
い
ま
す
。

私
は
自
転
車
も
好
き
な
ん
で
す
よ
。自
転
車
だ
と
、歩
く
よ
り
も
少

し
遠
く
に
連
れ
て
行って
く
れ
る
の
で
…
…
。そ
れ
と
自
転
車
だ
と
地

形
を
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。「
東
京
って
こ
ん
な
に

坂
が
あ
っ
た
ん
だ
〜
」って
思
う
ほ
ど
き
つい
ん
で
す
。「
ど
の
ル
ー
ト
を

通
った
ら
よ
り
坂
が
少
な
い
か
な
」と
考
え
て
、行
き
方
を
決
め
た
り

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
。〝
生
き
て
い
る
〞と
い
う
こ
と
は
散
歩

と
似
て
い
る
な
、と
思
う
の
で
す
。夢
中
に
なって
前
ば
か
り
見
て
い
る

と
何
も
見
え
な
い
の
で
す
が
、た
ま
に
道
草
を
し
た
り
、ふっと
立
ち
止

まって
視
線
を
前
ば
か
り
で
は
な
く
横
に
向
け
た
り
、上
に
向
け
た
り

15
歳
の
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、40
年
以
上
に
わ
た
り
歌
謡
界
の
中
心
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
。

「
津
軽
海
峡・冬
景
色
」「
天
城
越
え
」「
夫
婦
善
哉
」な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
は
、世
代
を
超
え
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
石
川
さ
ん
に
、〝
さ
ゆ
り
流
〞の
散
歩
術
を
伺
い
ま
し
た
。

街
を
歩
く
、季
節
を
歩
く
、心
を
歩
く
。

Interview散
歩
の
時
間
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隅田川には勝鬨橋、佃大橋、中央大橋、永代橋、隅田川大橋、清洲橋、新大橋、両国橋、総武線隅田川橋梁、蔵前橋、廐
橋、駒形橋、吾妻橋、言問橋等の橋が架かっています。

隅田川に架かる主な橋

品川線が開通するとトンネル延長は新宿線と
合わせて18.2㎞となり、道路トンネルとして
は日本一。ノルウェーのLaerdal Tunnel（レ
アダールトンネル）約24.5kmに次ぎ、世界で
は2位になるそうです。

日本一の長さの道路トンネル

隅田川橋梁（水上バス乗船）・復興記念館見学ツアー
■平成26年3月18日（火）

　首都高中央環状品川線工事現場　　
■平成26年3月14日（金）

りんかい線品
川シーサイド
駅で、参加者
29名が受付。

集合場所の浜離宮恩
賜庭園・大手門口前で
参加された28名の受
付開始。

浜離宮恩賜庭園内を
散策しながら、水上バ
ス乗り場へ移動。

東京都第二建設事務所
の担当者から、スライドを
交え首都高速中央環状
線の概要と見学する工事
現場について説明をして
いただきました。

水上バス「さくら」
に乗船し、約1時
間 の 隅 田 川 橋 梁
群見学に出発。

水上バス「さくら」では、
東京都建設局道路管理
部の職員から、隅田川に
架かる橋について、技術
的なことや歴史的なこと
を交えてお話ししていた
だきました。

階 段を使って
約30m下のト
ンネルへ移動。

シールドマシンやトンネルの構造がわ
かる模型を熱心に見入る参加者も多
かったです。

勝鬨橋

廐
うまや

橋

●国の重要文化財に指定されている橋

●主な震災復興橋
永代橋

両国橋

清洲橋

蔵前橋

高さ約40mの
ジャンクション
の最長部。

見学は安全第一！

参加者の声
トンネルがとても大きくて

びっくりしました！

完成前の道路を歩ける
貴重な体験がでました。

渋滞が緩和される道路の
完成が楽しみです！

トンネル出
口部分で記
念撮影。

見学前説明
隅田川橋梁群

大井北立坑

高架道路東京都復興記念館
関東大震災の惨禍
を後世に伝え、官民
協力して焦土と化し
た東京を復興させ
た当時の大事業を
永久に記念するた
めに、昭和6年に東
京都慰霊堂の付帯施設として建てられました。震災
の遺品や当時の状況を伝える絵画、写真をはじめ、地
震・火災に関する資料や太平洋戦争の際の写真や遺
留品などもあわせて展示しています。

東京都慰霊協会の方に説明していただ
き、館内を見学。震災の遺品や当時の
状況を伝える絵画、写真をはじめ貴重
な品々を見ることができました。

参加者の声

復興記念館見学

シールドマシンで
掘ったトンネルを歩く！

デッキに出て心地よい
風に吹かれ記念撮影！

東京スカイツリー®が
よく見えるポイントです。

水上バスから眺める
景色に大満足！

孫
と一緒
に
水
上
バ
ス
の
旅
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

由
緒
あ
る
建
物
や

歴
史
あ
る
も
の
を
見
て

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

説
明
が
分
か
り
や
す
く

橋
の
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

橋
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

聞
く
こ
と
が
で
き
大
満
足
で
す
。
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階段を降りて地下約43mの
調節池へ移動！

T
R
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
で
は
、普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、道
路
に
関
連
し
た
工
事
現
場

や
施
設
を
見
学
し
、道
路
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
様
々
な
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
2
月
27
日（
木
）、3
月
14
日（
金
）、3
月
18
日（
火
）の
3
日
間
、高
倍
率
の
中
か
ら
抽
選
で

選
ば
れ
た
皆
さ
ま
が
参
加
し
て
、道
路
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

T
R
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
主
催

道
路
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
！

私どもが主催する道路見学ツアーは、道路
や施設の維持管理の必要性などを知って
いただくために東京都建設局等の協力を
得て、企画しているものです。ツアーの存
在を知っていただき、回を重ねるたびに参
加希望者が増えてきています。今年度もこ
れまで以上にこのツアーならではの充実し
た内容で、参加された皆さんに道路に親し
んでいただければと思っております。皆さ
んの参加をお待ちしています。

※道路見学ツアー開催のお知らせや参加
方法は、順次、（公財）東京都道路整備保
全公社のホームページに掲載します。道
路見学ツアーWEBサイトを開設しまし
たので、ぜひ、ご確認ください。

■問い合せ先
（公財）東京都道路整備保全公社
総務部公益事業課公益事業係
03-5381-3380
http://www.tmpc.or.jp/dourokengaku

（公財）東京都道路整備保全公社
原 和生公益事業課長

道路見学ツアーに参加するには！

見学ツアー 環七地下調節池見学ツアー
■平成26年2月27日（木）

善福寺川取水施設の入口で参加さ
れた28名の受付開始。

京浜運河を渡り、
東京都第二建設事
務所の品川線建設
事務所大井工事事
務所へ。

ジオラマを使って中央環状線
の全容をポイントごとに説明。

東京都第三建設事務所工事第二課の担当者から、調節
池整備前の映像を見ながら、施設全体の概要と調節池
の役割等について説明していただきました。

ヘルメット、軍手、イヤホンを
装着して準備完了！

中央監視室では6つのモニターで、川の水位を24時間観測してい
るそうです。

水の浸入を防ぐために
二重になっている調節
池との間を結ぶ扉は、
潜水艦のハッチのよう。

地上の取水口から地下トンネルへ水を導く縦穴。騒音
や振動を抑えるために渦を巻きながら水を落とす仕
組みになっています。

縦穴から地下調節池までは約150mの
トンネルを歩きます。壁面に書かれた記
号は点検箇所を示すマークです。

環七の地下にシールド工法で掘られたトンネル。延長
約4.5㎞という巨大な地下調節池です。

すでに防音壁が設置
されている箇所もあり
ました。

暗いトンネルで目を引くカラフルな色彩
の絵は、地元の小学生が描いたもの。

トンネルの模型や工事に使われたシールドマシンの部
品も見ることができます。

照明の設置工事も進められ
ていました。

集中豪雨の際などに神田川流域の
水を地下に貯め、水害を防ぐために
環状七号線の道路下に延長4.5㎞、
内径12.5mのトンネルとして作ら
れたもの。神田川、善福寺川、妙法
寺川の洪水約54万㎥（東京ドーム
の約半分、25mプールなら1,800
個分）を貯留しています。

浸水被害軽減に貢献する
環状七号線地下調節池

参加者の声
トンネルの大きさに
圧倒されました！

見学前に説明が
あったのが良かったです。

調節池の役割と必要性が
よくわかりました！

公益目的事業①（道路見学ツアー事業）

トンネル出口と地上部に
出ているトンネル部分

完成前の道路を歩く
貴重な体験！

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

模型室で調節池に川の水を引き込む仕組
みや川の氾濫を防ぐ様子を模型を使って
分かりやすく解説。
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対象となる活動

対象となる活動は、都道で行う
次の（1）、（2）に該当する活動です。
1 清掃活動

清掃活動とは、紙くず・空き缶・吸殻・落ち葉などを拾う活
動です。

2 緑化活動
緑化活動とは、植栽の手入れ・花苗の植替え・種まき等を行
う活動です。

対象となる団体 東京都内の自治会、町内会、商店会、学校、企業、NPO 法人、
ボランティア団体等

活動場所 都道の歩道部分（供用を開始した道路）

募集期間 随時募集しています。

活動期間 年間を通じて活動することとし、特に期間は定めていません。

活動に係る
支援等

原則として、無償で活動していただきますが、活動の補助として、
活動用具等の費用の一部支援を受けることができます。

支援の
内容

活動費の支援（1 年間 最高 8 万円まで）※

活動区域内へのサイン（表示板）の設置
※審査の結果、有償団体として認定した団体に限ります。

認定方法 団体等から、活動を希望する区間（都道）を提示された後、活動
の場所等が適切かどうか、東京都が確認した上で認定します。

地域の住民や企業の皆様と東京都が協力して、道路の清掃や植
栽の手入れなどの美化活動を行うことにより、道路利用のモラル向
上と潤いのある道路空間の創出を目的とする制度です。

公社は、「東京ふれあいロード・プログラム」に協力し、参加団体の皆
様に活動費の助成などを行い、道路美化活動をサポートしています。

●平成２6年4月末現在、131団体が活動しています。
●公社では、東京ふれあいロード・プログラム参加団体を対象に、「清掃用具やジャ

ンパーの物品支援」を行っています。 物品支援について、詳しくは公社にお問
い合わせください。

（公財）東京都道路整備保全公社 総務部 公益事業課
【電話：03-5381-3368（直通）】

■「東京ふれあいロード・プログラム」とは

■「東京ふれあいロード・プログラム」認定までの流れ

■「東京ふれあいロード・プログラム」の概要

東京都建設局 道路管理部 路政課 管理係
【電話：０３-５３２０-５２８１（直通）】

■「東京ふれあいロード・プログラム」についてのお問い合わせ

■公社の役割

「東京ふれあいロード・プログラム」に
参加してみませんか？

参加の
申込

更新の
申し出

活動の継続

協定の
自動更新
（1年間）

新規参加の場合

更新の場合

支援希望

道路美化活動の開始

支援希望

道路美化活動の開始

活動に係る支援等

認定証の交付

活動に係る支援等

認定証の交付

●活動団体 ■東京都

協定の
締結

審
査

２
月
末

参加団体
道路美化活動に
関する協力・支援

活動費の助成など

協定の締結
東京都（道路管理者）

新宿大通商店街振興組合では、新宿駅東口駅前広場だけでなく、新
宿通りに面した東京メトロ新宿御苑前駅までの清掃もしています。

支
給
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
も

着
心
地
が
良
い
で
す
！

主な活動内容／
年3回の花植え（2月、7月、11月）
毎月第4日曜日の水やりと周辺の清掃（7・
8月は当番制で毎日の水やり）

■五反田駅前をきれいにする会

　新宿大通商店街振興組合が、新宿駅東口駅前広場をはじめとする街の清掃活動をするよう
になったのは、今から30年以上前に遡ります。その当時の新宿は、3K〈こわい、きたない、きけん〉と
言われていました。一時期「新宿の駅前は機動隊ばかりじゃないか」という噂が飛び交い、新宿
は日本一危ない街と思われていました。そんな悪いイメージを何とかしたいという思いから、先
輩の組合員たちが、新宿駅東口駅前の掃除をはじめたのです。この清掃活動が原点となって、
クリーン新宿キャンペーン、新宿区が主催するポイ捨て防止・路上喫煙禁止キャンペーン、新宿
区年末クリーン作戦、夜間騒音パトロール、環境浄化など、新宿の街を安全・安心にするための
さまざまな活動に新宿大通商店街振興組合として積極的に協力しています。
　平成17年に東京ふれあいロード・プログラムの団体に認定され協定を結んでからは、新宿駅
東口駅前広場から新宿通り沿いの御苑大通りまでの間に花壇を作り、花植え活動にも力を入
れています。春と秋の年2回、新宿大通商店街振興組合員と新宿区、新宿警察署、民間の会
社が協力して、2,300株の花を植替えています。その時の様子を写真に撮ったものが、夢のみち
2013フォトコンテストで最優秀賞をいただくことができ、嬉しく思っています。

　また新宿駅東口は歩行者天国をはじ
め、正月のパレード、新宿エイサーまつり
などに、たくさんの人が訪れます。さらに
2020年は国をあげての大きなイベントの
東京オリンピック・パラリンピックもひかえて
おり、新宿にも外国から多くの方が訪れ
るはずです。その人たちに、「新宿ってき
れい」と思っていただくことが大事です。
また新宿を訪れたいと思っていただける
ように、2020年に向けて、もっと新宿をき
れいにしていこうと準備を進めています。

新宿を安全・安心でクリーンな街に！
商店街、企業、行政がタッグを組んで活動しています。

新宿で働く私たちにとって、
月2回の掃除はとても大切な活動になっています！

新宿大通商店街振興組合
環境防災委員会委員長
荻野善昭さん

新宿大通商店街振興組合
事務局長
西澤俊一さん

丹念に雑草をとり、手入れをしていきます。

水やりは草花の
ライフラインで
す。夏場は当番
を決めて毎日し
ています。

五反田駅のホーム
から花壇が一望で
きます。

詳細は18ページをご覧ください。
ボランティア部門　作品募集中！

募集期間
4/11（金）～
6/13（金）ボ 部門 作品募集中！

フォトコンテスト
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、東
京
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド・プ
ロ

グ
ラ
ム
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た
団
体
の
そ
の
後
を

紹
介
し
ま
す
。今
回
は
No.29
で
登
場
い
た
だ
き
ま
し

た「
五
反
田
駅
前
を
き
れ
い
に
す
る
会
」で
す
。

参加団体訪問-36 新宿大通商店街振興組合（新宿区）

　環境に対する意識は年々高まり、道路空間にもうるおいと安らぎが求められています。私ども公
社では、地域住民の皆様のボランティアによる快適な道路環境づくりを目指す東京都の「東京ふれ
あいロード・プログラム」に協力しています。
　このプログラムは、道路の清掃や植栽の手入れなどの道路美化活動を、地域住民の力や地元
自治体、企業団体と東京都が協力しあって進めていくプログラムです。平成26年4月末現在、この
「東京ふれあいロード・プログラム」に参加してくださっている団体は131団体です。公社ではこのプ
ログラムに参加する団体に対し、清掃グッズやジャンパー等を支援、活動費用の助成をしています。
　このコーナーでは「東京ふれあいロード・プログラム」の参加団体の活動を紹介しています。今
号は、新宿駅東口の駅前広場の清掃活動をされている「新宿大通商店街振興組合」を訪問い
たしました。

訪
れ
る
皆
さ
ん
が
気
持
ち
良
く
な
る
お
出
迎
え
を
す
る
。

私
た
ち
の
街・新
宿
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
は
、

す
べ
て
が
安
全・安
心
な
街
づ
く
り
に
つ
な
がって
い
ま
す
。

新宿駅東口駅前広場の清掃に参加した新宿大通商店街振興組合の皆さん。

集合場所で参加の手続きをします。

清掃の必需品・デッキブラシ

新宿アルタ前にある東口駅前広場は通行
する人が多いので、迷惑にならないように
細心の注意を払っています。

参加する人数が多いので、あっという間に
きれいになっていきます。

デッキブラシで汚れを落とし
たあとは、専用の道具で汚れ
た水を一気に集めます。

新宿駅東口駅前広場の花壇か
らこの花壇まで合計2,300株
が植えられているそうです。

パンジーに囲ま
れた西条八十
の歌碑。6月か
らはマリーゴー
ルドに。

主な活動／毎月第2・4月曜日、14時～15時。新宿通りに面した新宿駅
東口駅前広場から東京メトロ新宿御苑前駅までの清掃。
年2回、新宿通り沿いの花壇の花植えなど。

■新宿大通商店街振興組合の活動スケジュール
「
新
宿
っ
て
き
れ
い
！
」と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
新
宿
駅
東
口
駅
前
広
場
を
清
掃
し
て
い
ま
す
。

　 前
回
、「
五
反
田
駅
前
を
き
れ
い
に
す
る
会
」を
お
訪
ね

し
た
の
は
、平
成
24
年
の
秋
で
し
た
。平
成
18
年
に
発
足
し

た
五
反
田
駅
前
を
き
れ
い
に
す
る
会
は
、翌
年
に
は
、東
京

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド・プ
ロ
グ
ラ
ム
に
認
定
さ
れ
て
、五
反
田
駅

東
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
あ
る
花
壇
の
手
入
れ
や
周
辺
の
清
掃

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
五
反
田
を
き
れ
い
で
住
み
や
す
い
街
に
し
た
い
、花
と
緑
が

あ
ふ
れ
る
街
に
し
た
い
、と
い
う
思
い
か
ら
、五
反
田
駅
周
辺
の
6
つ
の
町
会
と
五

反
田
駅
前
商
店
会
、そ
し
て
区
立
第
三
日
野
小
学
校
、小
中一貫
校
の
区
立
日
野

学
園
や
清
泉
女
子
大
学
、地
元
の
学
校
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
を
は
じ
め
ま
し

た
。ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
、雑
草
に
ま
ぎ
れ
て
花
壇
に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
空
き

缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
かっ
た
の
で
す
が
、月
に
1
回
の
活
動
を
し
て
い

く
中
で
着
実
に
少
な
く
な
って
き
ま
し
た
」と
話
す
の
は
会
長
の
伊
与
田
正
志
さ

ん
。

　 活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
お
花
が
好
き
な
方
が
多
く「
花
を
見
て

嫌
な
気
持
ち
に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
」「
き
れ
い
に
咲
い
た
花
を
見
た
人
か
ら
あ

り
が
と
う
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
」「
花
を
植
え
る
こ
と
、掃
除
を
す
る
こ
と
を

通
し
て
地
域
が
ま
と
ま
って
い
ま
す
」「
子
ど
も
た
ち
と
交
流
す
る
の
が
楽
し
み

で
す
」「
夏
は
ひ
ま
わ
り
、冬
は
水
仙
ロ
ー
ド
に
す
る
の
が
夢
で
す
」「
地
域
の
見

守
り
に
な
って
い
ま
す
」と
、活
動
の
や
り
甲
斐
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　 昨
年
は
花
壇
に
植
え
た
ひ
ま
わ
り
が
見
事
に
咲
い
て
評
判
と
な
り
、ひ
ま
わ

り
を
見
に
五
反
田
を
訪
れ
る
人
や
撮
影
に
来
る
人
が
増
え
、〈
五
反
田
の
新
観
光

名
所
〉と
し
て
賑
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
五
反
田
の
街
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
地
道
な
活
動
に

こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
い
つ
ま
で
も

続
け
て
く
だ
さ
い
。

五反田駅前をきれいにする会の皆さん。

清掃中の看板設置は
安全対策の基本！

公益目的事業①（道路に関する助成支援事業）

ホースで水を撒いて、清掃のスタートです！

チューリップを植えた小学生
の思いがこもったプレート。

五反田を“花と緑があ
ふれる街にしたい！”　

五反田駅東口ロータ
リーの花壇は

活動の象徴です。

お
揃
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
と

帽
子
が
目
印
で
す
！
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⑱

３
万
年
の
歴
史
を
刻
む
赤
坂
檜
町

平
成
19
年
、東
京
の
中
で
も
有
数
の
繁
華
街・六
本
木
の一角
に
東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン

が
誕
生
し
ま
し
た
。今
や
東
京
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
賑
わって
い
る

東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン
は
、広
大
な
緑
と
6
つ
の
建
物
か
ら
な
る
複
合
都
市
で
す
。ミッ
ド

タ
ウ
ン
は
１
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
働
く
オ
フ
ィ
ス
、さ
ま
ざ
ま
な
ショッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、ホ
テ
ル
、美
術
館
な
ど
、高
い
機
能
を
持
っ
た
施
設
が
集
ま
って
、ひ
と
つ
の
街
を
形
づ

く
って
い
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
以
前
、赤
坂
檜
町
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。江
戸
時
代
、こ
こ
に
長
州

藩
毛
利
家
の
下
屋
敷
が
あ
り
、屋
敷
に
は
ヒ
ノ
キ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
か
ら「
檜

屋
敷
」と
呼
ば
れ
、そ
こ
か
ら
檜
町
と
い
う
町
名
が
生
ま
れ
ま
し
た
。ミッ
ド
タ
ウ
ン
建

設
に
先
駆
け
て
、東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よって
、発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
調
査
で
、毛
利
屋
敷
の
遺
構・遺
物
の
ほ
か
、今
か
ら
３
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
の

石
器
が
出
土
し
ま
し
た
。こ
れ
は
港
区
の
歴
史
を
１
万
年
以
上
も
遡
ら
せ
る
発
見
と

な
り
ま
し
た
。東
京
都
内
の
最
高
層
ビ
ル
、ミッ
ド
タ
ウ
ン・タ
ワ
ー
の
足
下
に
は
、３
万

年
も
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

長
州
藩
下
屋
敷
か
ら
軍
事
色
の
濃
い
町
に

江
戸
時
代
の
は
じ
め
、こ
の
辺
り
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
点
在
す
る
、江
戸
の
町

外
れ
で
し
た
。そ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
武
家
屋
敷
が
で
き
は
じ
め
、寛
永
13
年

（
1
6
3
6
）、長
州
藩
毛
利
家
が
下
屋
敷
と
し
て
、こ
の一帯
を
幕
府
か
ら
拝
領
し

ま
し
た
。そ
し
て
、し
だ
い
に
隣
接
す
る
土
地
を
敷
地
内
に
囲
い
込
み
、現
在
の
東
京

ミッ
ド
タ
ウ
ン（
赤
坂
9
丁
目
）の
原
型
の
土
地
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、江
戸
の
武
家
屋
敷
は
明
治
政
府
の
官・軍
用
地
と
し
て
利

用
さ
れ
、こ
の
長
州
藩
毛
利
家
下
屋
敷
も
軍
用
地
と
な
り
、明
治
6
年（
1
8
7
3
）

に
編
成
さ
れ
た
歩
兵
第一連
隊
が
駐
屯
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
11
年
2
月
26
日
、こ
こ
檜
町
の
第
一連
隊
の
兵
舎
か
ら
、決
起
将
校

に
率
い
ら
れ
た
兵
士
た
ち
が
政
府
の
要
人
を
襲
撃
。こ
の
地
は
日
本
史
上
有
名
な

ク
ー
デ
タ
ー
、二・二
六
事
件
の
舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。

終
戦
後
、檜
町
の
駐
屯
地
は
連
合
国
軍
に
接
収
さ
れ
、米
軍
将
校
の
宿
舎
に
利
用

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、日
本
に
返
還
さ
れ
、昭
和
35
年
に
、防
衛
庁
が
置
か
れ
、以
後

40
年
間
、日
本
の
防
衛
を
担
う
中
心
的
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
12
年
、防
衛
庁
の
檜
町
庁
舎
が
新
宿
区
の
市
ヶ
谷
に
移
転
し
、新
し
い
都
市
計

画
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。江
戸
時
代
の
長
州
藩
邸
、明
治
時
代
の
陸
軍
駐
屯
地
、戦
後

の
米
軍
施
設
、返
還
後
の
防
衛
庁
の
檜
町
庁
舎
と
、こ
の
地
は
武
士
や
軍
人
の
町
と
し

て
、実
に
4
0
0
年
あ
ま
り
の
間
、一般
の
人
々
に
は
閉
ざ
さ
れ
た
土
地
で
し
た
。

誰
も
が
楽
し
め
る
、開
け
た
ワ
ク
ワ
ク
空
間

防
衛
庁
の
跡
地
再
開
発
事
業
は
、21
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
は
じ
ま
り
ま
し

た
。国
際
都
市・東
京
に
ふ
さ
わ
し
く
都
市
再
生
の一翼
を
担
う
こ
の
プ
ロ
ジェク

ト
は
、創
造
力
と
発
信
力
を
持
ち
、憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
ニュー
ヨ
ー

ク
の
ミッ
ド
タ
ウ
ン
に
ち
な
み
、街
の
名
を「
東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン
」と
命
名
し
ま
し
た
。

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
最
大
の
特
長
は
、都
心
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
緑
の
多
さ
で

す
。隣
接
す
る
港
区
立
檜
町
公
園
を
含
む
10
ヘク
タ
ー
ル
も
の
広
大
な
開
発
面
積
の
、

約
40
％
を
緑
あ
ふ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。公
園
か
ら
続
く
ミッ
ド
タ

ウ
ン・ガ
ー
デ
ン
に
は
芝
生
の
広
場
が
広
が
り
、サ
ク
ラ
や
イ
チ
ョウ
、ク
ス
ノ
キ
な
ど
、数

多
く
の
木
々
が
植
え
ら
れ
、心
地
よ
い
癒
し
の
空
間
を
創
り
上
げ
、都
会
の
オ
ア
シ
ス

と
なって
い
ま
す
。

こ
の
緑
豊
か
な
東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン一帯
は
、都
内
に
お
い
て
、皇
居
か
ら
明
治
神
宮
の

森
へ
と
続
く
、グ
リ
ー
ンベル
ト
の
中
間
地
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン
は
、日
本
庭
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
は
、日
本
庭
園
の
石
組
み
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。東
京
ミッ
ド
タ
ウ

ン
の
外
観
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
、高
さ
、向
き
が
混
在
し
て
い
ま
す
が
、ショッ
プ
や
オ

フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
な
ど
の
多
目
的
な
施
設
が
入
居（
存
在
）し
て
い
ま
す
。ま
た
、綿
密
な

動
線
設
計
が
な
さ
れ
て
お
り
、訪
れ
る
人
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
。そ
の
た
め
、高
さ
2
4
8
メ
ー
ト
ル
の
東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン・タ
ワ
ー
は
都
内一

で
す
が
、そ
れ
ほ
ど
高
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
設
計
に
なって
い
ま
す
。

さ
ら
に
東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン
は
、日
本
の
芸
術
や
デ
ザ
イ
ン
を
世
界
に
発
信
す
る
拠

点
と
し
て
、街
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
ア
ー
ト
が
息
づい
て
い
ま
す
。こ
の
街
に
あ
る
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
と
近
く
に
あ
る
国
立
新
美
術
館
、森
美
術
館
は
、六
本
木
ア
ー
ト・ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
を
結
成
し
て
世
界
に
日
本
の
ア
ー
ト
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
ミッ
ド
タ
ウ
ン
は
、新
た
な
出
会
い
や
驚
き
、た
く
さ
ん
の
ワ
ク
ワ
ク
に
満
ち
た
、

誰
に
で
も
開
か
れ
た
楽
し
い
街
で
す
。

変
わ
り
ゆ
く

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
周
辺

閉ざされた軍人の街から
世界に開かれた街へ

■モノクロ写真、地図／港区立港郷土資料館所蔵

ミッドタウン・ガーデンとアートオブジェ
平成26年

檜町周辺軍事施設地図（『改正東京府管轄測量全図』）　明治22年（1889年）

ミッドタウン・タワー　平成26年

港区立檜町公園　平成26年国立新美術館 平成26年六本木ヒルズ 平成26年（上）平成26年、（下）六本木・麻布区
の御大礼奉祝門（昭和初期）

六本木交差点

東京ミッドタウン　平成26年昭和11年の
二・二六事件
の頃に青年将
校が会合に利
用していた
昭和29年

軍旗祭の様子（『赤坂檜町の三万年　p.77』）龍土軒（『写された港区　三』150）
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両国橋
架橋位置／中央区東日本橋2丁目～墨田区両国1丁目
最寄駅／JR総武本線両国駅、浅草橋駅、都営大江戸
線両国駅、都営浅草線浅草橋駅、東日本橋駅
隅田川では千住大橋に次いで2番目に架橋された橋。現
在の橋は昭和7年（1932）に関東大震災の復興で架け替
えられたゲルバー式鋼鈑桁橋。東京市により施工された。
●橋長／164.5m●幅員／24.0m

「東京 橋のポケットマップ」
好評販売中です！
※詳細につきましては、
裏表紙をご覧ください。

都
営
浅
草
線

両国橋
●

隅
田
川

浅草橋駅
両国国技館●

江戸通り
靖国通り

JR総武本
線

浅
草
橋
駅

東
日
本
橋
駅

両国駅

が
、
江
戸
時
代
の
初

期
に
架
橋
さ
れ
て
以

来
、
交
通
の
要
所
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
、
江

戸
庶
民
を
楽
し
ま
せ
た

「
江
戸
の
名
所
」と
し
て

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
が
語
ら
れ
る
両
国
橋

は
、
平
成
20
年（
2
0
0
8
）に「
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造

物
」に
選
定
さ
れ
た
。

国
で
1
0
0
万
人
以
上
の
死
者
が
で
た
。
そ
の
た
め
幕
府

は
、
疫
病
払
い
と
亡
く
な
っ
た
者
を
供
養
す
る
た
め
の
水

神
祭
と
川
施
餓
鬼
会
を
隅
田
川
で
行
っ
た
。
翌
、
享
保
18
年

（
1
7
3
3
）5
月
28
日
に
は「
川
開
き
」の
合
図
と
し
て
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
8
月
26
日（
28
日
と
い
う
説
も
）ま
で

の
3
カ
月
間
、隅
田
川
に
納
涼
舟
を
出
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
。

花
火
の
打
ち
上
げ
は
両
国
橋
を
挟
ん
で
、
上
流
を
玉
屋
市
兵

衛
、
下
流
側
を
鍵
屋
弥
兵
衛
が
受
け
持
っ
た
。
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
た
び
に「
た
ま
や
ー
」「
か
ぎ
や
ー
」の
、
威
勢
の

良
い
声
が
飛
ん
だ
。
裕
福
な
粋
人
た
ち
は
、
船
宿
か
ら
屋
形

船
を
出
し
、
そ
の
船
の
回
り
を
小
料
理
や
酒
、
天
麩
羅
、
寿

司
な
ど
を
売
り
歩
く「
ウ
ロ
ウ
ロ
舟
」と
呼
ば
れ
る
小
舟
が
漕

ぎ
ま
わ
っ
て
い
た
。

何
度
も
架
け
替
え
ら
れ
た
両
国
橋

　
隅
田
川
に
架
橋
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
橋
は
、
何
度
も

架
け
替
え
ら
れ
た
が
、
両
国
橋
も
流
失
や
炎
上
、
ま
た
老
朽

化
し
て
破
損
す
る
な
ど
で
、
10
数
回
も
架
け
替
え
や
修
復
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
木
橋
と
し
て
最
後
に
改
架
さ
れ
た
の

は
明
治
8
年（
1
8
7
5
）だ
っ
た
が
、
こ
の
木
橋
も
明
治
30

年（
1
8
9
7
）の
川
開
き
の
時
に
、
西
側
の
欄
干
が
4
間
3

尺（
約
9
ｍ
）ほ
ど
破
損
し
た
。
寄
り
か
か
る
群
集
の
圧
力

に
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
数
十
名
が
川
に
転
落

し
て
溺
死
し
、
ま
た
橋
桁
や
船
に
激
突
し
て
重
軽
傷
者
が
で

た
。
こ
れ
を
機
に
木
橋
か
ら
鉄
橋
に
す
る
計
画
が
持
ち
上
が

り
、
明
治
37
年（
1
9
0
4
）に
長
さ
1
6
4
・
5
ｍ
の
曲
弦

ト
ラ
ス
３
連
桁
橋
に
な
っ
た
。
龍

之
介
が
書
い
た「
櫛
形
の
鉄
橋
」と

は
、
こ
の
橋
の
こ
と
ら
し
い
。
大

正
12
年（
1
9
2
3
）の
関
東
大
震

災
で
は
、
大
き
な
損
傷
は
受
け
な

か
っ
た
が
、昭
和
７
年（
1
9
3
2
）

に
現
在
の
ゲ
ル
バ
ー
式
鋼
鈑
桁
橋

に
架
け
替
え
ら
れ
た
。

　 両
国
橋
は
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
は

さ
ほ
ど
印
象
に
残
る
橋
で
は
な
い

火
事
あ
る
と
も
、
人
の
損
せ
ざ
る
よ
う
に
と
て
、
下し

も
う
さ
の総
国く

に

本

所
へ
江
戸
浅
草
よ
り
百
余
間
の
橋
も
懸
け
さ
せ
ら
る
る
。
武

蔵
下
総
両
国
へ
か
か
り
た
る
橋
な
る
故
に
、
両
国
橋
と
名
付

く
る
な
り
。
こ
の
橋
の
上
か
ら
の
眺
望
、
心
言
葉
も
及
ば
れ

ず
」と
…
…
。

　 両
国
橋
は「
御
入
用
橋
」（
官
設
の
橋
）と
し
て
架
橋
さ
れ

た
当
時
、
長
さ
96
間（
約
1
7
3
ｍ
）、
幅
４
間（
約
7
・
2

ｍ
）の
橋
で
、
単
に「
大
橋
」と
呼
ば
れ
た
。『
元
禄
世
間
咄
風

聞
集
』に
も「
両
国
橋
は
両
国
橋
と
は
不も

う

申さ
ず

候
。
大
橋
と
申
候

由
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
元
禄
6
年（
1
6
9
3
）、

下
流
に
３
番
目
の
橋
が
架
け
ら
れ「
新
大
橋
」と
名
付
け
ら
れ

る
と
、「
大
橋
」は
正
式
に「
両
国
橋
」と
な
っ
た
。

庶
民
を
楽
し
ま
せ
た
名
所
に

　
両
国
橋
が
架
橋
さ
れ
る
と
、
江
戸
市
中
で
も
す
こ
ぶ
る
風

光
明
媚
な
橋
と
し
て
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
っ
た
。
高
い
橋

脚
に
支
え
ら
れ
た
橋
の
上
か
ら
は
、
芙
蓉
の
峰
が
望
め
江
戸

湾
ま
で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
に
違
い
な
い
。
白
帆
を
掲
げ

た
廻
船
が
浮
か
び
、
茶
船
や
猪ち

ょ

牙き

舟ふ
ね

が
幾
艘
も
行
き
交
い
、

橋
の
上
を
本
所
や
江
戸
へ
急
ぐ
人
が
引
き
も
切
ら
な
か
っ

た
。
東
西
の
橋
詰
に
設
け
ら
れ
た
火
除
け
地（
広
小
路
）に
は

橋
番
所
が
置
か
れ
、
船
宿
を
は
じ
め
葭よ

し
ず簀

張
り
の
茶
店
や
土

弓
場
、
芝
居
小
屋
な
ど
が
軒
を
並
べ
る
よ
う
に
な
る
。

　
８
代
将
軍
・
吉
宗
の
時
代
に
な
る
と
、
更
に
遊
興
の
地
と

し
て
、
江
戸
随
一
と
言
わ
れ
る
盛
り
場
に
な
っ
た
。
享
保
17

年（
1
7
3
2
）に「
享
保
の
大
飢
饉
」と
疫
病
が
蔓
延
し
、
全

花火の大玉をかたどったと言われている
両国橋の親柱

明治37年（1904）完成の旧両国橋
（東京名所絵葉書より）

旧両国橋の一部が移設された中央区亀島
川の南高橋

東京都復興記念館に保存されている
両国橋の橋名板
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歌川広重、江戸名勝図会「両国橋」（国
立国会図書館デジタル化資料より）

橋
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、東
京
の
橋
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

文筆業・編集者。長野県生まれ。通信社記
者、歴史関係出版社編集者を経て独立。
著書に『一冊で日本の名著100冊を読む』
『続・一冊で日本の名著100冊を読む』
(友人社)、『東京お墓巡り～時代に輝いた
50人～』（NHK出版）、『江戸・東京　橋も
のがたり』『大江戸災害ものがたり』(明治
書院)など多数。現在、江戸文化・故事・伝
説の実踏的研究をすすめている。

酒井茂之　さかい・しげゆき

（中央区東日本橋2丁目～墨田区両国1丁目）

両国橋

TOKYO

Bridge

「
大
橋
」と
呼
ば
れ
た「
両
国
橋
」

 

「
両
国
の
鉄
橋
は
震
災
前
と
変
ら
な
い
と
い
っ
て
差さ

し

支つ
か

へ
な

い
。
唯た

だ

鉄
の
欄
干
の
一
部
は
み
す
ぼ
ら
し
い
木
造
に
変
つ
て

ゐ
た
。
こ
の
鉄
橋
の
出
来
た
の
は
ま
だ
僕
の
小
学
時
代
で
あ

る
。し
か
し
く

し

形が
た

の
鉄
橋
に
は
懐
古
の
情
も
起た

っ
て
来
な
い
。

僕
は
昔
の
両
国
橋
に
―
―
狭
い
木
造
の
両
国
橋
に
い
ま
だ
に

愛
惜
を
感
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
僕
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
今
日

よ
り
も
下
流
に
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
。僕
は
時
々
こ
の
橋
を
渡
り
、

浪な
み

の
荒
い
〈
百
本
杭
〉
や
芦
の
茂も

つ
た
中
洲

を
眺
め
た
り
し
た
」（
初
出「
東
京
日
日
新
聞
」

昭
和
2
年
）。

　 こ
れ
は
、
芥
川
龍
之
介
の『
本
所
両
国
』と

題
し
た
、
随
筆
の
一
部
で
あ
る
。
東
京
市
京

橋
区（
現
・
中
央
区
明
石
町
）で「
耕
牧
舎
」と

い
う
牛
乳
販
売
店
と
牧
場
を
経
営
し
て
い
た
新
原
敏
三
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
龍
之
介
は
、
11
歳
の
と
き
に
母
を
亡
く

す
と
、
母
の
実
兄
・
芥
川
道
章
の
養
子
と
な
り
本
所
区
小
泉

町（
現
・
墨
田
区
両
国
3
丁
目
）で
育
っ
た
。
両
国
橋
に
近
い

こ
と
も
あ
り
、
彼
は
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
大
正
末
期
か
ら

昭
和
初
期
の
隅
田
川
の
風
景
を
、
幾
つ
か
の
随
筆
に
残
し
て

い
る
。
両
国
橋
は
、誕
生
し
て
か
ら
何
度
も
架
け
替
え
ら
れ
、

ま
た
、
架
け
ら
れ
た
場
所
も
移
動
し
た
が
、
龍
之
介
は
鉄
骨

で
組
ま
れ
た
近
代
的
な
橋
で
は
な
く
、
狭
い
木
橋
で
あ
っ
た

両
国
橋
を
懐
か
し
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　
両
国
橋
は
、
江
戸
時
代
に
隅
田
川
に
架
橋
さ
れ
た
橋
の
中

で
、千
住
大
橋
に
次
い
で
2
番
目
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
あ
る
。

『
江
戸
名
所
図
会
』に
よ
る
と
、
万
治
2
年（
1
6
5
9
）に
起

工
し
寛
文
元
年（
1
6
6
1
）に
竣
工
し
た
と
あ
る
が
、
起
工

し
た
の
は
万
治
元
年（
1
6
5
8
）と
い
う
説
も
あ
る
。
江
戸

幕
府
は
、
江
戸
城
防
衛
の
た
め
に
極
力
、
隅
田
川
に
橋
を
架

け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
施
策
が
、
10
万
人

以
上
も
の
死
者
を
出
し
た「
明
暦
の
大
火
」と
い
う
惨
事
を
機

に
、
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
歌
人
で
あ

り
歌
学
者
の
戸
田
茂
睡
が
書
い
た『
紫
の
一ひ

と

本も
と

』に
は
、
こ
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
こ
の
橋
は
丁ひ

の
と

酉と
り（
明
暦
３
年
）の
年
大
火
事
の
時
、
下
町

の
者
ど
も
そ
の
風
下
を
逃
れ
ん
と
、
浅
草
の
見
付
へ
車
、
長

持
、
惣す

べ

て
諸
道
具
を
引
き
の
け
た
る
故
、
道
つ
か
え
て
数あ

ま

多た

の
人
焼
け
死
に
た
る
を
不ふ

便び
ん

に
思
し
召
し
、
も
し
重
ね
て
大

第 5 回

酒 井 茂 之

昭和７年（1932）架橋直後の現両国橋
（東京名所絵葉書より）
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今年も作品を募集します！

道路標語・絵画コンクール フォトコンテスト

（公財）東京都道路整備保全公社と東京都建設局は、都民のみなさんが、道とふれあい、道に親しみをもち、道が日々の
生活に身近な施設であることを実感していただくために、平成22年度から「夢のみち」事業を実施しています。

❶用紙等

4月11日（金）から
6月20日（金）まで

募 集期間
平成26年

4月11日（金）から
6月13日（金）まで

募集期間
平成26年

応募方法

募集内容
『みんなのやさしい道』をテーマに
道路標語と絵画を募集します！

応募資格 東京都在住、在学の小・中学生

所定の応募票、注意事項等詳細は、

http://www.tmpc.or.jp/yume/

をご確認ください。

詳細はwebでもご確認いただけます。
http://www.tmpc.or.jp/yume/

指定なし

【全作品から1点】

最優秀賞（1点） 最優秀賞（1点）

優秀賞（3点） 優秀賞（3点）

【小学生・中学生部門から各3点】

賞状と副賞（図書カード1万円分）

賞状と副賞（商品券3万円分） 賞状と副賞（商品券3万円分）

賞状と副賞（商品券1万円分） 賞状と副賞（商品券1万円分）

賞状と副賞（図書カード5千円分）

主催・共催：（公財）東京都道路整備保全公社・東京都建設局　　後援：国土交通省・東京都教育委員会・道路占用工事企業者連絡協議会

絵画を応募してくれた方全員に
「参加賞」として粗品をプレゼントします！

※道路標語は同じ用紙内に、絵画は作品の裏側に記入してください。
※必要事項を記入できる道路標語及び絵画の応募票のサンプル用紙を「夢のみち」HPからダウン

ロードできます。

道路標語部門2013年度最優秀賞

一般部門
2013年度最優秀賞

「散歩道」

ボランティア部門
2013年度最優秀賞

「花壇の夏バージョンへの変更」

絵画部門2013年度最優秀賞
「みんなでつなぐみらいへの道」

用紙：四つ切りサイズ（約40cm×約55cm・縦横自由）の画用紙
画材：絵の具、クレヨン、マジック、色鉛筆など

道路標語

絵 画

道路標語 絵 画

道路標語 絵 画

最優秀賞

優秀賞

❷応募点数

❸必要記入事項

1人につき各1作品まで（標語・絵画どちらかだけでも可）

①氏名（フリガナ）、②学校名、③学年
④絵のタイトル（絵画のみ）

入賞者発表
入賞者の発表は、平成26年7月中旬を予定しています。「夢のみち」webサイトでの
発表のほか、道路標語・絵画コンクールの入賞者には、通学されている学校を通して
お知らせします。フォトコンテストは入賞者及び入賞団体に直接通知します。

表彰式
平成26年8月21日（木）
新宿駅西口広場イベントコーナーにおいて開催する「夢のみち」イベント内で表彰式を
行います。

作品の活用

●入賞作品は「夢のみち」事業で活用させていただくほか、道路事業のPRに活用させ
ていただきます。

●入賞作品等は新宿駅西口プロムナード・ギャラリー、新宿プロムナード・ギャラリー、
都庁舎等で展示いたします

応募作品

応募方法

“みんなのやさしい道”（単写真のみ）

都内の道路を対象に、“みんなが使いやすい道”、 
“安全・安心な道”、“やさしい気持ちになれる道”
など「みんなのやさしい道」の写真を募集します。

●カラーのみ（モノクロやセピアは不可）
●平成25年7月～平成26年6月までに撮影した写真

所定の応募票（コピー可）を作品裏面に貼り付け、下記へ送付して
ください。

〒163-0720 東京都新宿区西新宿2-7-1 小田急第一生命ビル20階
公益財団法人東京都道路整備保全公社「夢のみち」事業事務局宛　TEL：03-5381-3380　FAX：03-5381-3355送付・お問い合わせ先

※応募票はホームページhttp://www.tmpc.or.jp/yume/からダウンロードするか、
下記へご請求ください。

どなたでも参加できます。

1人につき3点まで

テーマ

応募資格

一般部門 ボランティア部門

応募点数

※個人で道路管理者の許可を得て活動されている
場合は1人につき3点まで

“笑顔のボランティア活動”（組写真可）

清掃活動や花植え活動などのボランティア活
動を笑顔で行っている様子を募集します。

都内で道路管理者の許可を得て道路の
美化活動を行っている団体または個人

1団体あたり3点まで

テーマ

応募資格

応募点数

道路標語部門2013年度最優秀賞

どうろには
みんなのゆめも
はしってる

） ）

一
般
部
門

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門

公益目的事業①（道路に関する普及啓発事業）
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インフラメンテナンス及び東京ブリッジサポーター講習会を開催

立川市営駐車場7場の指定管理者となりました！

公益目的事業①（道路アセットマネジメント支援事業）

自主経営事業（駐車場事業）

　都内の橋梁などインフラ（道路施設）の安全・安心を確保するため、公社は情報連絡の橋渡し役となり、道路施設の管理者である国や東京
都、区市町村と住民の方 と々が協働でインフラを見守るボランティア活動『東京ブリッジサポーター制度※』の運営をしています。
　この制度の根幹を担うサポーターの育成を目的に、平成26年2月24日（月）、『インフラメンテナンス及び東京ブリッジサポーター講習会』を開
催しました。ここでは、橋梁の機能や種類、損傷や見守りのポイントを実際に見て、聞いて、触れて学び、更には、変状を発見した際の連絡を、
簡易でわかりやすく伝達する公社が開発したみまも
りサポートシステムを体験していただきました。
　今回の講習会では32名のサポーターが新たに
誕生し、総勢102名のサポーターの方々がインフラ
の安全を見守っています。

当公社では、立川市が公表した立川市駐
車場指定管理者の募集において、指定管
理者の選定を受けることとなり、平成２６年
４月１日より右記の駐車場7場の管理運営
を開始いたしました。
皆さまのご利用をお待ちいたしております。

※制度の詳細は、東京ブリッジサポーターポータルサイト
http://mf.infra-ict.jp/tokyo/ をご覧ください。 次回開催予定：平成27年2月23日(月)

公社駐車場が続々オープン！ 自主経営事業（駐車場事業）

開場：平成26年1月27日（月）

所在地：東京都小金井市梶野町五丁目1番付近
収容台数：自動車時間制11台
料金：昼間 8時～22時　30分 100円

夜間 22時～8時　60分 100円
最大料金　24時間700円、夜間300円

① 東小金井駅前第一駐車場

開場：平成26年3月29日（土）

所在地：東京都小金井市緑町一丁目2番18号付近
収容台数：自動車時間制8台
料金：昼間 8時～22時　30分 100円

夜間 22時～8時　60分 100円
最大料金　24時間600円、夜間300円

② 東小金井駅前第二駐車場

開場：平成26年1月27日（月）

③ 東小金井駅前第一駐輪場

所在地：東京都小金井市梶野町五丁目1番付近
収容台数：自転車時間制48台
料金：【全日】最初の1時間無料　以降、8時間毎100円

開場：平成26年1月27日（月）

所在地：東京都小金井市緑町一丁目1番2号付近
収容台数：自転車時間制195台
料金：【全日】最初の1時間無料　以降、12時間毎100円

④ 東小金井駅前第二駐輪場

JR 中央線

① ③
④②

東小金井駅至 武蔵小金井

至 武蔵境

●
東京農工大学

●
大丸ピーコック

●お問い合わせ先　事業部　営業推進課　企画開発係 03-5381-3388
最新情報はホームページ http://www.tmpc.or.jp/ でご確認ください。

講習会の様子 現地演習の様子

場名 所在地 収容台数
立川市北口第一駐車場 曙町二丁目36番2号 自動車220台、オートバイ15台
立川市緑川第四駐車場 曙町二丁目26番13号 自動車24台、オートバイ17台
立川市緑川第五駐車場 曙町三丁目19番22号 自動車32台
立川市緑川第六駐車場 曙町三丁目17番34号 自動車95台
立川市緑川第七駐車場 曙町三丁目22番17号 自動車15台
立川駅南口第一立体駐車場 柴崎町二丁目1番5号 自動車64台
立川駅南口第二立体駐車場 錦町一丁目1番21号 自動車64台、オートバイ20台
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料金改定しました



公益財団法人 東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

首 都 東 京 の 都 市 再 生 と 都 市 機 能 の 維 持 増 進

道路事業（公益目的事業①）

　東京都内の道路ネットワークの早期完成に向け、都道の骨格幹線道路のうち、一部路線の用地取
得業務を東京都から受託しています。
　また、計画道路に掛かる「マンション敷地」の用地取得、震災時の大規模火災の発生により、特に甚
大な被害が想定される「木造住宅密集地域」の用地取得についても、公社のノウハウを活かし集中的
に取り組んでいます。
　さらに、区部における都市計画道路の早期整備に向け、特に支援を必要とする区道の用地取得支
援業務を行っています。

１） 道路用地取得事業

　踏切渋滞や踏切事故解消のため、多数の踏切
を一挙に除去する「連続立体交差化事業」にあ
わせて、沿道環境の保全や地域の円滑な交通を
確保するための側道整備等の事業を東京都か
ら受託しています。

３） 道路整備事業
　  鉄道連続立体交差事業に係る　
　  側道整備等事業

　電線類を地中化して電柱を撤
去することにより、都市防災機能
の向上、安全で快適な道路空間の
確保、都市景観の向上を図る無電
柱化事業を東京都から受託して
います。
　公社は、東京都と分担して首都
高速中央環状線内側（センター・コ
ア・エリア）の約半分の都道の無電
柱化事業に取り組んでいます。
　また、無電柱化エリアの面的な
拡大を図るため、区市町村の無電
柱化事業の業務を受託するとと
もに、事業に関する相談対応など
総合的支援を行っています。

２） 無電柱化推進事業

1. 道路の早期整備への貢献

　道路と一体的に整備された「東京都八重洲駐車場」など都営駐車場6場（1,245台）の指定管理
者として、安全かつ効率的な管理運営を行っています。また、公益財団法人ならではの公益的施策を
実践するほか、防犯・防災対策の強化等、安全・安心で快適な駐車場づくりに取り組んでいます。

① 先駆的施策の実践
●30分未満駐車料金無料化の実施　●荷さばき駐車車両の受入れ
●パーク＆ライドの実施　●駐車場地上部の緑化等

② 防犯・防災対策の強化
　警察署・消防署と連携した実践的な防犯・防
災訓練の実施、地域・所轄警察署と協力した防
犯パトロールの実施、「東京防犯優良駐車場」
の認定継続（平成16年度から認定） 等に取り
組んでいます。

１） 指定管理者駐車場の管理運営
2. 都内駐車場への普及支援

駐車対策事業（公益目的事業②）

　違法路上駐車の削減や環境負荷軽減等、都市の環境改善に資する調査・研究を行っています。
　大学や民間企業等の研究機関から駐車対策に関連する研究テーマを幅広く募り、研究に対して支
援を行う「提案公募型研究」などを実施しています。

1. 都市の環境改善に資する調査・研究

自主経営事業（収益事業）

　明るく快適な地下歩行空間の確保、賑わ
いの創出や利便性の向上のため、新宿駅
西口広場において、イベントコーナーやブ
ライトサインの管理運営を行っています。

1. 新宿駅西口広場活性化事業
　都有財産等を有償で借り受け、駐車場として管理運営しています。利用者ニー
ズに対応したサービスの向上など、使いやすく快適で安全・安心な駐車場を目指
すとともに、公益財団法人ならではの公益的・先駆的施策を展開しています。

2. 駐車場事業

　1日の乗降客が300万人を超える新宿駅の
新宿副都心西口広場や、環状八号線井荻・練馬
トンネルをはじめ、都道に付帯する重要道路施
設の管理業務を東京都から受託し、利用者に安
全で快適な道路空間を提供しています。

１） 道路管理事業
2. 道路施設等の安全・安心な管理の　

無電柱化前

無電柱化により安全で快適な街並みを実現（墨田区桜橋通り）

無電柱化後

　公社駐車場において、電気自動車の普及に必
要な充電インフラの設置運営等、都市の環境改
善に資する先駆的施策を実施しています。
●電気自動車充電インフラの設置運営
●駐車場の緑化の推進等

２） 公社駐車場を通じた環境改善の強化

199場9,656台(平成26年4月1日現在)(うちオートバイ受け入れ59場1,262台)
１） 駐車場の管理運営

新宿駅西口広場におけるブライトサインの掲出

環状八号線 井荻トンネル

得られた収益を広く　

全 事 業 の 実 施 を 通 じ て 　
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公社は、全ての事業を通じ、首都東京の再生と都市機能の維持増進、都民生活の向上に貢献しています。

都 民 生 活 の 向 上

　東京都の道路施策に対
する都民の関心を高める
とともに、道路の整備や維
持管理の必要性を広くPR
することを目的として、都
内の道路施設や道路工事
現 場 などを 見 学 するツ
アーを実施しています。

１） 道路見学ツアー事業
3. 都民と共に進めるみちづくり支援

　駐車場情報調査結果や、民間企業、自治体等から提供される情報などをもとに、都内時間制駐車場
のほぼ100％をカバーする駐車場案内サイトを運営しています。
　約20,000場の駐車場位置情報と、約6,000場の駐車場満空情報を、ホームページ、携帯電話、ス
マートフォン、カーナビゲーションを通じて案内しています。
　また、自動二輪車駐車
場については、都内オー
トバイ駐車場案内サイト
「s-park for riders」で、
約450場の位置情報と、
11場でのライブカメラ
映像による空き駐車場情
報を案内しています。

都内駐車場案内サイト「s-park」の運営
3. 駐車場情報の提供

　震災時における円滑な道路機能を確保する
ため、都内の緊急輸送道路等に架かる一部の
橋梁の耐震補強工事を進め、震災時の輸送・避
難ルートの確保に貢献しています。

２） 防災性向上事業
　推進

大曲荷物積み替えステーション

施工前 施工後

踏切除去後の道路の盤下げ工事（JR中央線 天文台踏切）

●自動二輪車用駐車場整備助成
●満空情報発信端末設置助成
●場名入りＰ看板設置助成

３） 民間駐車場等への支援

●30分未満駐車料金無料化の実施
●荷さばき可能駐車場の設置
●荷物積み替え駐車場の設置
●カーシェアリング事業支援
●低公害車割引の実施
●身体障害者割引の実施 等

２） 駐車場における公益的・先駆的取組の展開

●お客様満足度の向上
●防犯・防災対策の強化
●LED照明の導入　等

３） 使いやすく快適で、
　  安全・安心な駐車場づくり

30分未満
駐車料金無料

案内看板

緊急輸送道路等の橋梁の耐震化

首都高速中央環状品川線
大井北立抗工事現場

水上バスで見学する
カワセミ水上バスツアー

　都民が、道とふれあい、
道に親しみを持ち、道が
日々の生活に身近な施設
であることを実感しても
らうことを目的に、道路愛
護に関する参加型イベン
ト「夢のみち」事業を主催
しています。

２） 道路に関する普及啓発事業

「夢のみち」道路標語・絵画展の表彰式 「夢のみち」フォーラム

◆ その他道路事業
●工事監督の支援事業　●土木材料試験事業　●講習会事業　●都有地管理事業
●道路アセットマネジメント支援事業　●道路に関する助成事業

警察署と連携
した防犯訓練

「東京都東銀
座駐車場」

都民・社会に還元

公 益 性 ・ 公 共 性 を 追 求
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★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Gの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズル⑤

Crossword Puzzle
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クレオパトラにも愛された花です。トゲがあるの
が特徴

アメリカの通貨単位

毎年、けが人続出。熱狂的なスペインのお祭り。
○○○○祭り

高級珍味として知られるナマコの卵巣

ニュージーランドでは人間よりもたくさん住んで
います

文字を書くための文房具

キログラムの上の重さをはかる単位

メロンやスイカも○○科の一種です

大型の古代魚の総称。観賞用として日本でも人気
があります

パンジーよりも花が小さいものを○○○と呼び
ます

酢飯の上に具材をのせた江戸前寿司。○○○寿司
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答えは、TR-mag.36号にて発表

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、
ご希望のプレゼント名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中から抽選でご希望の賞品

をプレゼントいたします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや
携帯からもご応募できます。詳しくは、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合せに必要な範囲内で利用し，同意なく第三者への提供は行いません。

締切／平成26年7月31日（締切当日消印有効）
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クロスワードパズルでリフレッシュ！
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TR-mag.34
クロスワードパズルの答え

答えは「サンポウジイケ」でした。答えは「サンポウジイケ」でした
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（公財）東京都道路整備保全公社では、国の重要文化財に指定
された勝鬨橋、永代橋及び清洲橋等の歴史的価値やその他特徴
のある橋などを水系別に紹介している『東京 橋のポケットマップ』

（800円／5編1セット）を販売しています。橋を探索しながらまち散
歩を楽しめる、携帯に便利なポケットサイズで、全309橋が①隅田
川編 ②日本橋川・神田川編 ③23区西部・臨海部編④23区東部・
荒川編 ⑤多摩編に分けて紹介されているスグレモノです。

次号は平成26年8月1日発行予定です。

発行日／平成26年5月1日
発行元／公益財団法人東京都道路整備保全公社
住　所／〒163-0720 東京都新宿区西新宿2丁目7番1号　小田急第一生命ビル20階
　　　　TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
　　　   公社ホームページ　http://www.tmpc.or.jp
企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Ｘ-CrossⅡ-
石川さゆり

今号の「散歩の時間」にご登場いただい
た石川さゆりさんが、4月23日にアルバム

「Ｘ-CrossⅡ-」を発売しました。ジャンル
の垣根を越えたアーティストとの新たな出
逢いが詰まったコラボアルバムです。椎
名林檎とのコラボで話題となっているシ
ングル「暗夜の心中立て」を含む、全9曲
を収録。楽曲提供は、椎名林檎をはじめ、
GLAYのTAKURO、奥田民生、森山直太
朗、樋口了一、御徒町凧という豪華アー
ティストです。

※掲載データは平成26年4月20日現在のものです。

プレゼント応募方法
Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応募ハ
ガキに、P21のクイズの答えをご記入の上、ご応募ください。また、下記の

プレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、ご応募もできます。尚、プレゼン
ト商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる場合がございますので、あらかじめご
了承ください。
●応募締切／平成26年7月31日（木）（専用応募ハガキによるご応募の場合は、

締切当日消印有効）
●お一人様一通一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要

な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！
（機種によりうまく表示されない場合があります）

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募アドレス

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

新正堂
「義士ようかん」

りんかい線のイメージキャラクター
「りんかる」

今回の東京を遊ぶで訪れ
た港区は進化を続ける注目
の区です。しかし変わらずに
伝統を守り続けている店も
多くあります。その名店の1
つが大正元年創業の御菓
子司「新正堂」です。そんな
老舗の新名物が「義士よう
かん」。「忠臣蔵」の四十七
士の人物を描いた武者絵
がインパクト抜群の見た目
にも楽しめる、縦8センチ、
横3センチというミニようか
んです。

（公財）東京都道路整備保全公社主催
の「首都高中央環状品川線現場見学
ツアー」の集合場所、りんかい線「品川
シーサイド駅」は渋谷から12分、新宿か
ら18分とアクセスも良くすごく便利です。
そんなりんかい線に乗ってひょっこりとあ
らわれたのがイルカの「りんかる」。りん
かい線の駅長さんからもらった帽子を頭
に乗せた愛らしい表情が大人気です。

公社オリジナル
都内オートバイ駐車場MAP＆

『特注トミカs-park都営バス』
東京都道路整備保全公社が編
集したライダーのための『都内
オートバイ駐車場MAP2014』
が完成！掲載駐車場数もさらに
充実しました。また、公社が開催
する様々なイベントで大人気の
ノベルティー『特注トミカs-park
都営バス』も大好評です。

❷100名

❶100名

東京 橋のポケットマップ

新正堂の「義士ようかん（5本入り）」
を3名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

石川さゆりさんの最新アルバム
「Ｘ-CrossⅡ-」を石川さんのサイン
入りで3名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

りんかい線のイメージキャラクター
「りんかる」のぬいぐるみを50名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

東京都道路整備保全公社のオリジナルグッズ
（①②〈非売品〉のいずれか1点）をプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。

『東京　橋のポケットマップ（5編1セット）』
を5名様にプレゼント。
詳細は応募方法をご確認ください。
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